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有明海・八代海等の環境等変化（生物（ベントス）） 
 

平成 26年度の夏季、冬季における底生生成物の水平分布状況は以下の通りであっ

た(図 1)。 

有明海では、種類数は湾央から湾口寄りで多く、個体数は湾口寄りで多い傾向で

あった。湿重量は湾奥で大きかった。八代海では、種類数、夏季の湿重量は湾奥、

湾口寄りで多く、個体数は湾口寄りで多い傾向であった。橘湾では、種類数、個体

数および湿重量は湾奥より湾口寄りが多い傾向がみられた。 

また、有明海北西部における 1989 年夏季と 2000 年夏季の調査によると、全マク

ロベントス（小型の底生動物）の平均密度は 3,947 個体/㎡（1989 年）から 1,690

個体/㎡（2000 年）に減少しており、これは主に二枚貝類の減少（特に住之江川沖

海底水道）によるものであった（図 2）。 

底生生物の経年変化については 4章で海域ごとに詳述している。 
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図 1 平成 26 年度の底生生物の水平分布（上段：夏季 下段：冬季） 
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注）右図の線で囲まれた部分が住之江川沖海底水道に該当する部分。 

図 2 有明海北西部におけるマクロベントス（うち二枚貝綱）の調査結果 
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